
平成26年４月１日から

たっこちゃんバス、スマイルバス
の運行経路が変わり、停留所が増えます

　市民の日常生活の足としてより多くの利用をいただくためにバス路線の見直しを行い、
利便性の向上を図ります。

【スマイルバス】
●下延八割線１・２を下延線・八割線に名称変更し、行き先をわかりやすくします。

●これまで乗換えが必要であった菅沢方面へは、中川線・下延線・八割線とも菅

　沢方面を経由する路線に変更します。

●菅沢方面にワンダーモール前停留所・駅東公園前停留所（パワーコメリ角館店

　付近）を新設します。

●角館小学校通学用に水ノ目沢停留所（羽後交通角館営業所付近）を新設します。

　   運行ダイヤ

運行時刻表については 3 月 16 日号の広報に掲載します。

デマンド型乗合タクシーの料金改定について
消費税率の変更に伴う料金改定を行います。400 ～ 800 円区間については 10

円～ 20 円の増額となります。市民バス等 200 円区間については、今回の税率

変更による料金改定はありません。

現行料金 改定後料金 主な路線
200 円 改定なし 市民バス・デマンド白岩
400 円 410 円 デマンド神代・西木南部等
600 円 610 円 デマンド西木北部
800 円 820 円 デマンド西木北部

スマイルバスにノンステップバスを導入しました！
スマイルバス 3 台中 1 台を更新し、ノンステップバスを導入しました。
床面がフラットで乗降時のステップがなく、これまでのバスより乗り降
りしやすくなりましたので、たくさんのご乗車をお待ちしています。

　　運行経路
【たっこちゃんバス】
●停留所を 2 か所新設します。

◎仙岩団地停留所（路線を延長し、設置します。試験的に 1 日 4 便運行します）

◎街道ノ上停留所（現行路線上でビフレ・ツルハドラッグ付近に設置します）
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変更後の区分支給限度基準額
要介護区分 支給限度基準額

要支援 1 5,003 単位
要支援 2 10,473 単位
要介護 1 16,692 単位
要介護 2 19,616 単位
要介護 3 26,931 単位
要介護 4 30,806 単位
要介護 5 36,065 単位

★ 利用者負担額：単位数× 1 円
☆ 保険給付額　：単位数× 9 円
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